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小学校における英語の教科化に向けての試行

一一小学校教員への質問紙調査と文字指導一一

八木橋秀夫

Teaching English as a Subject in Elementary School: 

A Survey of Elementary School τ凶.chersand Reading and Writing of English 
Hide岨YAGIHASHI

1 問題の所在

小・中・高を通じた英語教育全体の充実が、新しい学習指導要領を検討するにあたり議論され、

「グローパル化に対応した英語教育改革実施計画J(文部科学省 2013)において、小学校3・4年

で外国語活動を行うこと、そして 5・6年では英語を教科として扱うことが示された。

教科としての英語の特徴である以下の 2点が、従来の外国語活動とは大きく異なる。 l点目の

特徴は4技能を指導することである。従来の外国語活動が「話すことJf聞くこと」の指導に絞ら

れていたのに対し、教科としての英語では「読むことJf書くこと」も指導する。 2点目の特徴は、

教科としての英語が、「学習の定着」を目指している点である。「話すことJf聞くこと」に関して

は f~できる」という目標が設定されている。

この教科としての英語について、「教員がどのように指導するか」という問題がある。「論点整

理J(文部科学省 2015)では、教科としての英語の指導体制として、「学級担任が専門性を高め指

導、併せて専科教員を行う教員を活用、 ALT等を一層積極的に活用する」とある。しかし、小学校

教員に話を聞いてみると、実施への不安の声を聞くことが多い。その教員の不安は何が起因して

いるのであろうか。「第2回小学校英語に関する基本調査J(ベネッセ教育研究センター 2011以

下ベネッセ調査)では、「教材の開発や準備のための時間JfALTなどの外部協力者との打ち合わせ

の時間」が現在の外国語活動の大きな課題として指摘されている。しかし、外国語活動を経験し

ている教員と経験していない教員によって考え方に違いがあると思われるが、上記の調査におい

てはその違いは明らかになっていない。小学校教員が抱える全体像を捉えつつ、外国語活動の経

験の違いに注目して問題点を整理することは、今後の教科としての英語の実施に向けて必要なこ

とを示す手がかりになると考えた。

また、前述した4技能の中でも、「読むことJf書くこと」を含めた文字を指導することでも問

題が生じるだろう。上記の「論点整理」によると、「読むこと」や「書くこと」に慣れ親しみ、文

字に対する興味を育てるとしている。つまり、どちらも児童に定着を求めてはいない。このねら

いの達成に向けて、文部科学省は、①アルファベットの文字や単語などの認識②国語と英語の音

声の違いやそれぞれの特徴への気付き③語順の違いなど文構造への気付きの 3点が学習できるよ

うな教材である fHiFriends! PlusJを作成し、現在研究開発校で先行実践しているロこの fHi

Friends! PlusJ内には、アルファベットを読んだり書いたりすることを児童自身が自己評価する

fCan-Doリスト」が示され、その中には「アルファベットの小文字 26文字をE確に書くことが

できる」など、アルファベットを理解することができたかどうかについて自己評価する項目があ

る。教員が評価する上で、「読むことJf書くこと」の定着を求められてはいないが、興味関心が
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